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一　般　質　問

一
、
８
月
の
台
風
、
集
中
豪
雨
に
対
す
る
町
の

　  

危
機
管
理
に
つ
い
て

二
、「
能
勢
町
行
財
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

　  

推
進
に
際
し
て

のせ町議会だより　No.56　⑫

一　般　質　問
８
月
の
台
風
、集
中
豪
雨
に

対
す
る
町
の
危
機
管
理
に
つ

い
て

　
　
「
能
勢
町
地
域
防
災
計

画
」
に
基
づ
く
、
災
害
を
想

定
し
た
職
員
全
員
及
び
個
別

の
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て
、

問
う
。

　
　
広
域
的
な
取
り
組
み
で

あ
る
豊
能
地
区
の
３
市
２
町

の
合
同
防
災
訓
練
は
も
と
よ

り
、
防
災
週
間
に
実
施
さ
れ

る
大
阪
８
８
０
万
人
訓
練
等

に
あ
わ
せ
て
、
全
職
員
を
対

象
に
情
報
伝
達
訓
練
や
非
常

参
集
訓
練
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。

　
　
土
砂
災
害
警
戒
情
報
や

洪
水
警
報
等
に
よ
る
自
主
避

難
の
方
や
要
援
護
者
等
に
対

す
る
避
難
所
の
開
設
に
つ
い

て
、
問
う
。

　
　
災
害
時
に
お
け
る
情
報

等
は
、
能
勢
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
緊
急
エ
リ
ア
速
報
を
通

じ
て
、
い
ち
早
く
、
よ
り
多

く
の
人
に
情
報
が
伝
わ
る
よ

う
、
手
だ
て
を
講
じ
る
と
と

も
に
、
避
難
所
の
開
設
に
お

い
て
も
、
い
ち
早
く
行
い
、

住
民
の
安
心
の
部
分
を
さ
ら

に
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

要
望
　
「
能
勢
町
地
域
防
災

計
画
」
は
、
１
１
６
部
を
配

付
、
そ
の
う
ち
４４
部
は
各
区

長
に
郵
送
に
よ
り
配
付
さ
れ

て
い
る
。
防
災
対
策
と
し
て
、

「
自
助
／
共
助
／
公
助
」
の

役
割
分
担
へ
の
理
解
は
、
重

要
で
あ
り
、
配
付
の
み
に
終

わ
ら
ず
、
住
民
と
と
も
に
連

携
し
て
災
害
対
応
で
き
る
よ

う
、
区
長
会
等
で
研
修
の
機

会
を
設
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

　「
能
勢
町
行
財
政
改
革
プ
ロ

グ
ラ
ム
」の
推
進
に
際
し
て

　
　
昨
年
１０
月
に
総
務
省
が

実
施
し
た
「
解
体
撤
去
の
意

向
の
あ
る
公
共
施
設
等
の
状

況
調
査
」
に
つ
い
て
、
能
勢

町
の
回
答
を
問
う
。

　
　
回
答
時
点
の
平
成
25
年

10
月
現
在
に
お
い
て
、
今
後
、

撤
去
が
確
実
に
見
込
ま
れ
る

倉
垣
の
町
営
住
宅
及
び
岐
尼

小
学
校
を
該
当
施
設
と
し
て

回
答
を
し
た
。

　
　
能
勢
町
に
お
け
る
平
成

２６
年
度
地
方
債
計
画
に
計
上

さ
れ
た
「
公
共
施
設
等
の
除

却
に
係
る
地
方
債
」
の
活
用

に
つ
い
て
問
う
。
　

　
　
平
成
26
年
度
地
方
債
計

画
に
計
上
さ
れ
た
計
画
に
基

づ
く
公
共
施
設
等
の
除
去
に

係
る
地
方
債
の
特
例
措
置
は
、

ま
ず
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
の
策
定
が
必
要
に
な
る

こ
と
か
ら
、
現
在
、
検
討
を

進
め
て
い
る
公
の
施
設
等
の

あ
り
方
検
討
の
結
果
を
踏
ま

え
、
平
成
27
年
度
の
計
画
策

定
に
向
け
、
取
り
組
み
を
進

め
た
い
。

　
本
地
方
債
は
、
地
方
債
充

当
率
が
75
％
の
資
金
手
当
で

あ
り
、
単
年
度
収
支
及
び
後

年
度
負
担
を
勘
案
し
な
が
ら
、

地
方
債
の
発
行
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
慎
重
に
判
断
を
し
て

ま
い
り
た
い
。

一
、
災
害
時
の
住
民
自
治
と
団
体
自
治
の
連
携

二
、
文
化
財
保
護
に
伴
う
管
理
運
営
及
び
資
料
館
の
設
置

三
、
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
重
要
性
と
旧
野
外

　  

活
動
セ
ン
タ
ー
跡
地
活
用
の
進
ち
ょ
く
状
況

災
害
時
の
住
民
自
治
と
団

体
自
治
の
連
携

　
　
８
月
の
豪
雨
災
害
で
避

難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た
。
本

町
は
災
害
対
策
本
部
を
設
置

し
、
各
自
治
区
へ
情
報
伝
達

等
、
迅
速
な
対
応
を
さ
れ
た

か
。
ま
た
、
地
域
防
災
向
上

の
た
め
の
自
主
防
災
活
動
、

組
織
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
う
。

　
　
区
長
の
皆
様
を
通
じ
て

情
報
提
供
を
い
た
だ
く
場
合

や
対
策
本
部
か
ら
区
長
の
皆

様
に
問
い
合
わ
せ
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
情
報
共

有
に
努
め
て
い
る
。

　
避
難
勧
告
に
つ
い
て
は
、

対
象
地
域
へ
の
直
接
避
難
を

働
き
か
け
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
大
阪
府
防
災
ネ
ッ
ト
か

ら
情
報
を
得
る
環
境
に
な
い

住
民
の
皆
様
へ
の
周
知
に
課

題
を
残
す
と
こ
ろ
で
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。

　
自
主
防
災
組
織
は
、
本
町

に
は
存
在
し
ま
せ
ん
が
、
災

害
対
策
の
必
要
性
の
取
り
組

み
と
し
て
、
安
否
確
認
や
避

難
誘
導
な
ど
の
重
要
性
を
認

識
し
て
い
る
。

文
化
財
保
護
に
伴
う
管
理

運
営
及
び
資
料
館
の
設
置

　
　
人
を
育
て
、
歴
史
を
大

切
に
し
、
新
し
い
文
化
を
創

造
す
る
、
本
町
の
財
産
で
あ

る
文
化
財
の
管
理
運
営
。
ま

た
、
能
勢
町
に
文
化
歴
史
資

料
館
を
設
置
す
る
必
要
性
を

感
じ
る
が
、
公
の
施
設
の
あ

り
方
も
踏
ま
え
て
問
う
。

　
　
本
町
の
文
化
財
は
、
天

然
記
念
物
、
民
俗
文
化
財
、

有
形
文
化
財
な
ど
多
数
あ
る
。

所
有
者
が
あ
る
も
の
は
所
有

者
が
管
理
さ
れ
、
野
間
の
大

ケ
ヤ
キ
は
教
育
委
員
会
が
管

理
し
て
い
る
。
ま
た
、
埋
蔵

文
化
財
や
民
具
に
つ
い
て
は
、

旧
東
保
育
所
で
管
理
し
て
い

る
。

　
文
化
歴
史
資
料
館
設
置
に

つ
い
て
、
平
成
27
年
度
末
に

閉
校
す
る
学
校
を
利
用
し
、

民
具
な
ど
展
示
で
き
な
い
か

検
討
し
て
い
る
。

公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
重
要

性
と
旧
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

跡
地
活
用
の
進
ち
ょ
く
状
況

　
　
本
町
で
唯
一
の
総
合
ス

ポ
ー
ツ
施
設
、
B
＆
G
海
洋

セ
ン
タ
ー
の
運
営
状
況
及
び

今
後
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
向

け
て
の
考
え
を
。
ま
た
、
未

だ
手
付
か
ず
の
旧
野
外
活
動

セ
ン
タ
ー
跡
地
活
用
の
進
ち

ょ
く
状
況
を
再
度
問
う
。 

　
　
さ
ま
ざ
ま
な
教
室
を
展

開
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
と
利
用
者
の
拡
大
を
図
っ

て
い
る
。
今
後
も
住
民
の
皆

様
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
効
率

的
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
継
続

し
て
提
供
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
。
プ
ー
ル
の
有

効
活
用
を
図
る
た
め
、
8
月

に
カ
ヌ
ー
教
室
を
実
施
し
た
。

　
旧
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
民
間
活
力
を
導

入
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
、

当
該
エ
リ
ア
の
特
性
を
最
大

限
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る

活
用
の
方
向
性
に
つ
い
て
、

現
在
、
取
り
ま
と
め
て
い
る
。
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答
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※原稿は、質問した議員の責任において作成したものです。
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